































































大 正 七 年 （ 一 九 一 八 ）
五
月
「 紫 式 部 の 貞 操 に 就 て 」 （ 「 若 き 友 へ 」 所 収 ）
関 東 大 災 災 で 「 源 氏 物 賭 講義 （ 仮 題 ） 」 の 原 稿
昭 和 三 年 （ 一 九 二 八 ）
一 ー ニ 月 「 紫 式部 新 考 」 を 辿 栽 （ 「太 陽 」 ）
昭 和 十 年
（ 一 九 三 五 ）
九 月 「 紫式 部
ー 日 本 女 性 列伝 」 （ 「 婦 人 公 綸 」 ）
↓『
晶 子 古 典 鑑 伐
与 謝 野 品 子 選 梨 • 4
J
( 昭 和 匹 二 年 四 月 五
．
日 、
春 秋 社 ）
に 再 録
昭 和 十 三 年
( - 九 三 八 年
）
十 月 1 翌 年 九 月 、
「 新 新 訳 源 氏 物 賠j




表 題 に 「 紫 式 部 」 ま た は 「 源 氏 物 語 」 と あ る も の の み で
、
評 論 等 で 紫 式 部 に 言 及 し て い る も の は 、
こ の 数 で は な い 。
先 ず
、
こ れ ら の 箸 述 に つ い て
、解 説 を 加 え て お く
。
大 正 五 年 七 月 の
寄初 評紫式 部 日 記
・
新 諜 和泉 式 部 日 記
』
に 付 せ
．ら れ た 「 紫 式 部 考 」 は
、
同 宙 の




頁 に わ た る 」
（ 前 掲
「 品 子 古 典 鑑 賞
」
「 補 注 」
）も の で
、




私は 大 正 五 年 に 紫 式 部 の 伝 記 を 咎 い た
。
其 後 に 発 見 し た 事 を






と あ る よ う に





大 正 六 年 の
「 紫 式 部 の 伝 記 に 関 す る 私 の 発 見 」 は
、
殆 ど の 内 容 が
「 紫 式 部 新 考 j で 生 か さ れ て い る
。大 正 五 年 の
「 紫 式 部 の 事 ど
も 」 「 紫 式 都 と そ の 時 代 」
、大 正 七 年 「 紫式 部 の 貞操 に 就 て 」 は 伝
記 的 な 内 容 を 交 え な が ら
、品 子 自 身 の 見 解 を 述 べ た 小 論 で あ る
。
こ れ ら は










昭 和 三 年 一





ら を ま と め
、
「 研 究 」
と








品 子 の 紫 式 部 の
伝 記 研 究 の 集 大 成 で あ る と 言 え る
。
「 紫 式部 新 考j 執 筆 を 経 て
、
前 著 が 特 に 訂 正 さ れ た 箇 所 は 焦
く 、
い ず れ も か ね て よ り 抱 い
て い
た 自 説 を 踏 製 あ る い は 強 調
し た 内 容 に な っ
て い
る
。昭 和 十 年
「 紫
式部ー
日 本 女 性 列 伝 」
に は 補 足 的 な 見 解 が 見 ら れ
、更 に
、晩 年 に
あ た る 昭 和 十 三 年 の
R初 新 膝 源 氏 物 語
」の あ と が き に お い
て も
、




「紫 式 部 新 考j
の 内 容 と 肝 価 に つ い






、現在 で も 論 じ ら れ て い る 紫 式 部 の 伝 記 研 究
の 緒 問 題 に つ い て 様 々 に 言 及 さ れ て お
り 、年 代推 定 も 試 み ら れ て
い る
。生 没 年
、越 前 下 向 の 時 期





の み が 特 異 な 説 を と っ




の 年 時 に は 諸 説 あ り




甜 論 を 概 観 し た も の に 島 田 良 二 氏



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































岡 山 大 学 大 学 院 文 化 科 学 研 究 科 ）
こ と に は あ ら ず 。
こ れ も お の づ か ら 物 釈 匹 の 中 の 一 事 に し
て、
物の哀れを
知 ら さ む た め の こ と な れ ば 、
格 別 に 論 ず ぺ き に は あ ら ね ど も （ 中 略 ） 例
うすぐし
にようんん
に よ り て こ の 源 氏 の 君 と 洒 雲 の 女 院 と の こ と も む け る な る べ け れ ば 、さ の み 議 論 も い ら ぬ こ と な り 。
（中 略 ） こ の 物 語 は 作 り 単 な れ ば 、
か や
う の こ と む け る 、
何 の こ と か あ ら ん 。 別 に 深 き ｀ 心 あ る べ き に あ ら ず 。
（ 本 文 は 新 潮 日 本 古 典 染 成 r 本 居 宜 長 集 ｝ ）
源 氏 と 藤 壺 の こ と は 「 物 語 の 中 の 一 小 」 、
す な わ ち 作 中 の 一 要 素 に 過 ぎ
ないので、




そ こ に 「 深 き 心 」 は な い と す る 。
一 方
で 品 子 は 、
例 え ば 、 「 源 氏 物 語 租 附 」 （ 第 二 期 「 明 星 」 大 正 十 一 年 一 月 ）
に お い て 、
紫 の 輝 く 花 と 日 の 光 お も ひ 合 は で は あ ら じ と ぞ 思 ふ
と 、
源 氏 ( 8 の 光 ） と 朕 壺
（紫の畑く花）の運命を物面の瓜要な主悶と
し て と ら え 、
そ の 予 兆 を 習 頭 の 「 桐 壺 」 の 一 首 に 詠 む こ と で 象 徴 的 に 示
し て い る 。
あ や つ り 春 風 馬 堤 曲 （ ク
）
親 指 の マ リ ア 11 シ ド ッ チ と 新 井 白 石 ・
上 （ ク ）
• 中 （ ク ）・下（ク）









学 報 （ 愛 知 教
育大学国語国文学研究室）
五六愛 知 淑 徳 大 学 国 語 国 文 （ 愛 知 淑 徳 大 学 国 文 学 会 ）
ニ ―
愛 知 大 学 国 文 学 （ 愛 知 大 学 国 文 学 会 ）
三七
愛 文 （ 愛 媛 大 学 法 文 学 部 国 栢 国 文 学 会 ）
三二
箭 山 語 文 （ 音 山 学 院 大 学 日 本 文 学 会 ）
二 八
旭 川 国 文 （ 北 海 道 教 育 大 学 旭 川 校 国 語 国 文 学 会 ）
一 三
ア ジ ア
・ ア フ リ カ 言 語 文 化 研 究 所 通 信 （ 束 京 外 国 語 大 学 ア ジ ア
・






い わ き 明 星










愛 媛 国 文 と 研 究 （ 愛 媛 大 学 教 育 学 部 国 語 国 文 学 会 ）
i― 1 0 、
= ＝ ­
王 朝 細 流 抄 （ 安 田 女 子 大 学 大 学 院 古 代 中 世 文 学 研 究 会 ）
ク ク
湖の本
一 九
八
ク ヶ
ク
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